
    

 

無
料
化
め
ざ
し 

 
  

署
名
運
動 

小
矢
部
市
議
会
は
６
月
１

２
日
、
ピ
ア
ゴ(

旧
ユ
ニ
ー)

前
で
能
越
自

動
車
道
料
金
の
無
料
化
を
め
ざ
し
て

値
下
げ
署
名
を
、
議
員
総
出
で
行
い
ま

し
た
。 

中
西
議
長
は
、
「小
矢

部
市
へ入
っ
て
く
る
の
に
、

２
０
０
円
取
ら
れ
る
の
は

お
か
し
い
で
は
な
い
で
す

か
。
ぜ
ひ
無
料
化
を
実

現
し
た
い
。
段
階
的
に
値

下
げ
を
」と
、
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
で
訴
え
ま
し
た
。
「
値

下
げ
な
ら
賛
成
」
、
「
自

治
会
の
回
覧
で
、
署
名
し

ま
し
た
よ
」
な
ど
、
買
い

物
客
や
ピ
ア
ゴ
の
従
業
員

の
方
々
も
含
め
、
こ
の
日
だ
け
で
約
３
０

０
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
署
名
運
動
は
、
小
矢
部
市
議
会

が
自
治
会
連
合
会
、
商
工
会
、
企
業

協
会
、
農
協
な
ど
に
呼
び
か
け
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
も
取
り
組
ま

れ
、
６
月
３
０
日
で
１
万
４
千
人
を
超

え
る
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
市
議
会

は
７
月
１
日
、
県
知
事
に
こ
の
署
名
を

提
出
し
ま
し
た
。 

    

  

 
  

  

値
下
げ
に
支
援
を 

 
 

政
府
交
渉    

  

日
本
共
産
党
富
県
地
方

議
員
団
は
５
月
２
９
日
、
住

民
か
ら
の
要
望
を
持
っ
て
上
京
、
日
本

共
産
党
の
井
上
さ
と
し
参
院
議
員
の

紹
介
で
政
府
関
係

省
庁
と
交
渉
し
ま

し
た
。
小
矢
部
市

か
ら
砂
田
喜
昭
市

議
も
参
加
し
能
越

自
動
車
道
路
料
金

値
下
げ
に
支
援
を

要
望
し
ま
し
た
。 

国
土
交
通
省 

支
援
を
検
討 

  

国
土
交
通
省
道

路
局
有
料
道
路
課

指
導
係
長
は
「地
方
道
路
公
社
か
ら
も

値
下
げ
の
要
望
を
聞
い
て
い
る
。
ど
う

い
う
ス
キ
ー
ム
（計
画
、
案
）が
可
能
か

検
討
し
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。
名
古

屋
市
も
名
古
屋
高
速
の
値
下
げ
を
国

に 

要
望
し
て
い
ま
す
。
国
は
地
域
活
力

基
盤
創
造
交
付
金
で
、
こ
れ
を
支
援

す
る
制
度
が
あ
り
、
県
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
そ
の
対
象
と
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。  

 
 

農
地
法
改
悪
反
対 

  

６
月
議
会
後
、
結
局
、
自
民
・公
明
・

民
主
の
賛
成
で
改
悪
農
地
法
が
成
立

し
ま
し
た
が
、
砂
田
市
議
は
請
願
への

賛
成
討
論
で
、
農
地
が
外
国
資
本
や

農
外
大
企
業
の
金
儲
け
・投
機
の
対
象

に
さ
れ
る
と
警
告
し
ま
し
た
。 

   

自
民
党
参
院
議
員
も 

      

外
資
参
入
に
懸
念
表
明 

自
民
党
の
元
農
林
水
産
副
大
臣
で

岩
永
浩
美
参
院
議
員
も
、
農
林
水
産

委
員
会
で
外
国
資
本
の
参
入
が
心
配

だ
と
、
法
案
の
修
正
を
提
案
し
た
の
で

す
が
、
法
案
成
立
を
優
先
さ
せ
た
自

民
党
の
方
針
で
こ
の
提
案
を
取
り
下
げ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日

本
の
農
地
を
外
国
資
本
に
売
り
渡
す

無
責
任
な
態
度
で
す
。 

 

              

コ
メ
の
備
蓄
を 

 

砂
田
市
議
は
「政
府
が
１
０
０
万
ト
ン

の
コ
メ
在
庫
を
維
持
す
る
と
い
う
自
ら

決
め
た
ル
ー
ル
を
守
り
、
２
０
万
ト
ン
規

模
の
買
い
入
れ
を
」、
「世
界
で
１
０
億

人
が
飢
え
、
５
秒
に
１
人
の
乳
児
が
死

亡
し
て
い
る
と
き
に
、
日
本
が
外
国
か

ら
コ
メ
を
買
い
あ
さ
る
の
は
許
せ
な
い
。

コ
メ
の
備
蓄
を
増
や
し
、
世
界
の
飢
餓

軽
減
に
貢
献
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。 自

民
党
所
属
議
員
ら
は
何
一
つ
反

対
理
由
を
述
べ
な
い
で
、
こ
の
請
願
を

葬
り
去
り
ま
し
た
。 

 

 

最
低
賃
金
引
き
上
げ
を 

砂
田
市
議
は
「最
低
賃
金
を
時
給
１

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
れ
ば
、
２
兆
６
４

２
５
億
円
の
経
済
波
及
効
果
が
あ

る
」、
「中
小
企
業
対
策
と
並
行
し
て
実

施
す
べ
き
」と
主
張
し
ま
し
た
。
最
低
賃

金
制
を
創
設
し
た
１
９
５
８
年
の
国
会

で
、
当
時
の
岸
首
相
も
最
賃
制
の
施
行

に
よ
っ
て
「中
小
零
細
企
業
の
劣
悪
な

労
働
条
件
が
改
善
さ
れ
、
能
率
も
あ

が
り
、
事
業
も
安
定
し
、
過
当
の
競
争

も
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
む
し
ろ

中
小
企
業
の
対
策
と
し
て
も
効
果
が

あ
る
」と
述
べ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
中
小

企
業
対
策
で
は
「大
企
業
に
よ
る
下
請

け
単
価
た
た
き
の
規
制
こ
そ
重
要
」と

強
調
し
ま
し
た
。 

 何でもご相談ください  日本共産党 市政策委員長 石山忠義            砂田喜昭のホームページ http://www2u.biglobe.ne.jp/~sunata/ 
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竹   

新
た
な
活
用
を 

 

砂
田
市
議 

富
山
県
が
今
年
３
月
に

ま
と
め
た
「富
山
の
竹
資
源
利
用
・整

備
促
進
検
討
会
報
告
書
」に
よ
る
と
、

竹
林
は
県
西
部
に
集
中
し
て
い
る
。
県

は
新
た
な
竹
の
活
用
方
法
と
し
て
、
タ

ケ
ノ
コ
以
外
に
、
製
紙
パ
ル
プ
に
活
用
１

０
４
６
ト
ン
、
キ
ノ
コ
の
栽
培
地
や
堆

肥
、
畜
産
飼
料
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
に
２
１
１
６
ト
ン
の
生
産
拡
大
を
め

ざ
す
。
現
在
の
県
内
生
産
量
１
０
５
ト

ン
を
、
２
０
１
６
年
に
は
３
２
６
７
ト
ン
に

拡
大
し
よ
う
と
い
う
、
た
い
へん
意
欲
的

な
目
標
だ
。 

① 

竹
の
伐
採
、
チ
ッ
プ
化
、
肥
料

化
、
キ
ノ
コ
栽
培
地
への
活
用
な
ど

に
対
す
る
支
援
策
の
具
体
化
を
。 

② 

竹
を
紙
に
す
る
方
法
を
実
現
す

る
た
め
に
、
小
矢
部
市
と
し
て
高

岡
広
域
圏
や
津
幡
町
に
共
同
の
取

り
組
み
を
呼
び
か
け
て
、
製
紙

メ
ー
カ
ー
と
の
協
議
を
。 

 

「竹
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
協
力
」 

産
業
建
設
部
長 

県
の
最
新
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
小
矢
部
市
の
竹
林
は
８
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
富
山
県
で
は
、
富
山
の
竹

資
源
利
用
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
竹
の
紙
パ
ル
プ
材
と
し
て
の
用
途
拡

大
の
提
言
を
受
け
て
い
る
。
印
刷
特
性

に
優
れ
た
紙
が
生
産
さ
れ
る
。 

県
で
は
本
年
度
に
、
富
山
の
竹
資
源

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
す
る
。
竹
林
の

所
有
者
と
竹
材
や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
竹
資

源
を
必
要
と
す
る
企
業
、
団
体
の

方
々
に
メ
ン
バ
ー
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
資
源
に
関
す
る
情
報
や
市

場
の
情
報
を
提
供
し
、
生
産
者
と
利

用
者
の
橋
渡
し
、
竹
林
改
良
講
習
会

を
開
催
す
る
。
本
県
に
は
製
紙
工
場

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
て
も
ら
い
、
竹
を
紙
に
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と
思

う
。 

  

年
１
回
は 

 
 

棚
卸
し
を 

 

砂
田
市
議 

年
１
回
棚
卸

し
を
し
、
備
品
管
理
シ
ス
テ
ム

の
情
報
（備
品
台
帳
）と
現
物
と
の
照

合
を
。 

会
計
室
長 

各
部
署
の
所
属
長
が

管
理
し
、
備
品
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合

に
は
備
品
台
帳
を
更
新
し
、
新
た
に
取

得
し
た
備
品
に
つ
い
て
は
年
度
末
に
登

録
の
確
認
を
行
う
。
再
度
、
各
所
属
長

に
た
い
し
、
保
有
し
て
い
る
備
品
と
備

品
台
帳
と
の
照
合
作
業
を
し
っ
か
り
と

行
う
よ
う
指
示
し
た
い
。 

砂
田
市
議 

パ
ソ
コ
ン
の
廃
棄
処
分

に
つ
い
て
、
情
報
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に

ハー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
破
壊
を
。  

総
務
部
長 

総
務
課
で
専
門
業
者

に
委
託
し
、
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
情
報

漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に
廃
棄
パ
ソ
コ
ン
の

備
品
番
号
を
確
認
し
た
上
で
、
記
録

媒
体
で
あ
る
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
電
磁

気
破
壊
方
式
、
物
理
的
破
壊
方
式
に

よ
り
完
全
に
デ
ー
タ
を
破
壊
し
て
か
ら

廃
棄
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。 

 

一
般
質
問
す
る
砂
田

市
議
＝
６
月
８
日 

「
農
地
法
改
悪
反

対
」
「
国
は
ル
ー
ル

通
り
、
コ
メ
の
備
蓄

買
い
入
れ
を
」「最

低
賃
金
引
き
上
げ

を
」と
三
つ
の
請
願

が
６
月
議
会
に
か
け
ら
れ
、
日
本

共
産
党
の
砂
田
喜
昭
市
議
は
賛

成
討
論
を
し
ま
し
た
が
、
自
民
党

所
属
議
員
ら
の
反
対
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。 

請 願  

市の備品管理 

共産党  

  

「農
地
法
改
悪
反
対
」 

「コ
メ
の
備
蓄
を
」 

「最
低
賃
金 

    
 

引
き
上
げ
を
」 

市議会 

国土交通省で交渉する砂田市議(中央)=5月29日 

   

石
動
小
学
校
の
耐
震
補
強
に
つ
い
て
、
現
在
地
の
地
盤

強
度
を
調
査
し
た
結
果
、
体
育
館
側
の
地
盤
は
そ
れ
な
り

の
強
度
が
あ
る
が
、
西
側
校
舎
の
下
の
地
盤
は
柔
ら
か
く
、

耐
震
補
強
工
事
だ
け
で
は
不
十
分
な
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
県
教
委
と
も
協
議
し
、
現
在
地

で
の
建
て
替
え
で
対
応
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

石動小学校 

 建て替えへ 
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